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軍雷会社への移行

・栄  光

鵬中戦争勃発の翌昭和13年,当社三本本工場の石炭酸工場は陸軍およ臨 軍の

監理下に置かれ,14年 1月 にはり高同工場のアルミニウムェ場が航空機材用に認

定され,陸軍監督工場になった。また,これより先,二本本工場ではll年に海軍

燃料廠の要請で高級配合燃料や耐爆剤四エチル鉛の研究に着手し,16年 4月 から

その製造を開始している。そして,大平洋戦争突入後はカセイソーダや疇粉に代

わって,軍需化学製品である不凍液のエチレングリコール,爆薬覇のジユトロク

ロールベンゾール,耐爆廟四エチル鉛,さ らにはアルミニウム,二 ソヽケルの軽金

属,銃器用鋼材などが主力製品となった。

このように会社全体が軍事―色に塗り変えられ,従業員全員が参戦意識に燃え

て増産に努めていたた約,各工場には始終,陸 。海軍 :ま もとより豊室 。富庁から

も慰労,激励にけ 訪れていた。なかでも皇室からは,顆 動と従業員眈

のため,次のとおり各殿下,侍従らが義遣された。
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陸海軍へ軍用機『轟曹号Jを献納

昭和19年末`当社では二本木工場を中
Jい と

する社員有志がこぞって蟻金し,海軍および

窪軍へ飛行機を各 1機ずつ麒納した.海軍ヘ

戴纏された飛行機は報国第433号 (日 曹署)と

称され鑢上戦閥構として第2次大戦で轟躍じ

た。
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轟について,数量と期眼を娠宅した上で,翼疑企業i■その研究と製造歌矯の建設

というものであったこ軍部はこの方式によつて,軍需轟の生産技術を風聞企業に
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繁芙経擢 和 13年 )と 軍桑大彗吉理茂(昭和20年 )の費状

革雪会社薬 l次指定会社に指定されると.早遠,軍部O監理盲が常駐じ:工場

燒奇のため40丁の機関銃が憂E備されたぅまた,工場内が戦地と同環境の級いとな

り,駄員は召集を免除され、召集令状がきても,こ れを軍事係に持参すると,「陸

菫宅101号により召集解際を命ず」という辞令が発せられた。
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麗本陸軍の菫な轟ガス兵驀

150鋼 纏饉鑢鷹 92武尖鍋さい弾
94式曇蛙馨竃麟會5式きい鐸
Fi暴露野薩竃馬 92式あ』ε難

尊
購軍に精ける墓称 化学勒置の亀称 ・区分

驚ヒ蠅‐ヱ埓輩黎
マスタ∵ド (イズジン・卜と‐も鷲つ )、 .・ルイツ ト)
麟び繭ξ詮讐靱質Φ譲途愉 f‐      : がらん彙・・

:なつ暉軍)
げフ凛ニルシアプデルシン 、・ .・ .

.(3‐こ、多アニ轟ル著ァンプルシンともいテ)、 デ
参議降轟稜霞基ァ請シン

・
ξミA〕 … ・l

くしゃみ剤
_進

曙 轟 婁 釜 量 爵 籠 眸  

‐

津ど渉難・ビプ考嚢鱗
・
グ筆駆ア彎ドフエノン ・́

4菫 襲 雰 肇 萎 爆

斃お却∫ ホスプン 竃墓剤

ちゃ剤.・d場衿0み シアン疵水簾 虚績翔
・しみ爾 1 トリツ糠電ブルシア l .徳 鄭

きい離難布暴 35式手数慾布器
100式季量数布義

92式 摩0贅g鍛下 きしヽ弾
04式 301g投下さい韓
tr式 3モ驚彗妻下きい弾
iま 0,t50kg ξ貴1ド膚まk'難

95真 19壁ξ ttTらか諄
er式 ス3鷲s投下ぁか弾
ξ式 郡kg投下姦崖ε聾

9毯 式ガス機射議競空機廉ガス雨下霧

～八∫一

鍵濶轟劇



爾本潅軍翁轟ガス弾 毒ガス(轟撃〇穫類と諸元

重量たgi備彗
一

緩

:曇事なアセトフェノン

塩イとアセトフェノソ
15c野 砲 4号通常弾幽薬崚 2

ジフェニルシアンアルシン

塩化ア七 トフェノソ  |

ジァニニルシアソアルシブ 0.29

12c醗 砲 3号通常弾型薬裁 2

(50%]

(30%)

鎮称 6番 1号睡漏爆弾雫 イベ リット

ll式 6番 2号陸施爆弾l型

表 基
０
″
と 日本海軍働地上戦爵毒ガス兵器の機鶴こ議元

3.3

ｋ
ｔ
　
ヽ
ト

1.181

爆

弾

ジアニニルシアンアルシソ 1 2

93式 158鸞 遣撃砲 3号鐸 イベ リット

50日経12.『 c翠 畷蟻置常髪竃整澤嚢爽21鰹イとアをトフェノン

40藤径 14c融 持久性化兵弾
イベジット (50%)
ルイサイト (50m)

6番 1号陸馬瀑弾 イベ リット      :17.1

ジアニュルシアンアルシン 1 9。 2 ' 43.l

鑑 |[0臨径 l ttc勁 砲 2式通常弾型 :

50日経 12。 7こ爾饉通常弾持久 |イ ペジッ

性化兵葬         |ル ィサィ

饉山海軍砲衡学綾「化異戦要妻 甲」1945年 3月 繭整 《防衛庁簿・9-研究所図書館所蔵)よ り作成。

表3 簿ガス凛輔料とそ吟納入企業

糞品名称 鷹料材料犠称 分  子 式
主 要 腱 醸

綸 入 鰺 肝
界 鐵 輔 度 比  菫 (15℃》

さい‐号甲 グリづ‐‐ルー号 tC=諄DHCH∂〉S 鶴色叉ハ議鶴鵞色   鑢%以上       :l籠 一1200
総轟窮ナル護鉾

日本書達

三井鉱LLl

塩酸 HC: 無色湯更鑽愛賞色   36%″        :I艶 麒上
透明ナル讚簿

罐釉警建

食整

(不駐ソーグ愛)

NttCi 三井鉱山

晩酸 H.SO. 無色叉ハ畿驚色ヲ帯へ             1340襲 上
ル透明ナ酸籍

尾崎勲料

住友化争

ソーダ反 Na2CO, 純由ノ紛鷺タルベシ  鮮%絨上       苛性アルカリ含有スヘ
カラス、カリノ含量徴

量以下タルヘシ

大阪

澤鶴、清多

き鬱一号西 グリカールニ号 そC日20HCHE》β

:曇虜露意溌[H3:〉 S
(CttCHOHCHtlaS

畿黄色藤 畿赤纂色ノ 91          豊:7-i19
欝轟網ナル流体

三井鉱山

きい一号乙 四塩fヒ慶緊 CC鷺 態色遼鶉ノ譲饉   水壼         不鐸発饉不純物
0.鑢%懇下      01%競 下

薄議化学
日曹、昭曹、三共

塩素 (護体) Cl, 常轟常属二於テ薫色ノ 酪%以上
ガ
^体

願動麟売会社

一腹化磯黄 鏡CL 銭黄攣 駆メテ諸澄ナ 常圧二誇テ蒸雪島賄シ l.6郡 -16聞
ル流動シ轟キ鐵体   i34-1露 ℃二於テ95% 轟発残差3%以下

鋏上顧鱚スルをノタル
ヘ ツ

鍬土谷

轟曹、超警

南線

アル ●―ル もHttH 饉%鱒 量)以上   155C二 於テ082以下 地方尋覺局
きい二号 カーバイ ト CaC2 乾蟻セル黒区色ノ協験 l ιo諄 又′ヽアセチレン 小塊分5%は上屁入ス

ニツテ大ハ径約70～  ガス鰤Ol(15°、7提顧)ヘ カラス
瑯 耗ノモノ     以上発生スルモノ

東京表三続会

饉軋酸 Asp3 曲鶴粉蒸      97%以 上 日本繁業、三菱工業

食塩 NaCi 地方専売鳥

みど,一号 三塩1ヒ鱗 Pじ l・ 保曹、日曹、南海

CttCIC∞H 薫色ノ結晶又ハ溶融ノ 95%以上       水分1%以下タルヘシ
塊統タルヘシ

保盲.熙 曹

三井物産

AiCL 亀晨セル焦色風至濠贅 隣%以上
色ノ爾体

をヽ西

日本含晟化学

二琉:ヒ炭素 CSを 無色速明ナ畿体   95%以 上       譲点46-48 蒔海化学

へ/ブール Cまis ″  ″     常圧ニテ蒸醸島附シ  08圏 -0887
79-彰ザニテ95%以上 幾圃点 5-6℃
溜議スルモノタ′レヘシ

八幡製敵

あか一号 CA
シモリン

(CeHs〕=AstOH) 畿曲色乃菫帯鶴色   93%賦上       水分
織轟状粉末                 7%し l下

三井試山

9本勲料

重E臣覇震識アーダ NaHso= 35%鍼エ 大阪騒粉
日本重化学工業

シアンナトリウム NaCN 曲色乃至散二医色ヲ確 帥%         カリ塩

ヒタリ毬鶴嘲以下ノモ            含有量歓量

ノ

曇曹。日曹

曜和電工、鉄興社

菫―ドカリ K露 大阪広栄株式

篇類 議融アンモン NH(拇03 籟本豊素、日繭r
事会社

塩4ヒアンモン NH`C: 簾囲、湾多

=続 :ヒアンチモン S鶴St (餓砕度)0.臨醍饉 釘%域上
フ鷺握スルモノタルヘ

シ

金丼.4ヽ西

アルごニウム織 Al, 0.雛 銀鱚フ轟スル 鶉%以上       ふ分01%以下
モノ

構多

範鉛筆 Zュ0 白色輸3クテ0.鵠篭鶴 駿
'ヒ

重畿ノ含量
フ墨        艶%鎮上

攘萎ベイント

日本  ″
三共

重鉛末 民白色勁熱 S羅   金轟 Z昴 艶%以上
蟷 鱚%以上(2朦O+Zn)

三共、本薯
:固
'鞭

鎮
【

称 鰻 毒 物 嶼轟量 8 重量 g 高さ爾 直径鱗 |

:

1甲

二人 理化 アセ トアゴノ ン
，

“ 130 84 55.3

塩化 アセ トアニノ ン 了.2 10巻 G重 55_1

手投涙弾

フ

・入
壌蒙なアセトアニノソ

溶 型

20

190
420 102 52

五
句
塩fヒアセトフ轟ノン

溶 剤

″
ぜ
　

一輌
）

１

一

興

一

22愚
０
● 48

i

|

i

畿 筐 政一 壌蕩ヒア七トアニノン 2300 量3300 336 252

i

1慎
称 繕鰹筒

!

・ス ジフェニル シァ ンアル シ ソ 2500 13500 澤36 251   1

中 ジァニュルシアンアルシン ａ
ｖ
Ｆ
Ｄ
３

1『00 l,1 l14

イiヽ ジフェニルシアンアルシソ 5 100 63
Ａ
）
■

一

板称 手投特弾
液体青駿 210

1200 サイダー畿
安定澤 無理票甕嬢神 2.l

館曲海軍塾衛学校『化兵戦要表 甲』l,45年 3暴調難 〔諸饗庁諸籍研究所図書饉購蔵》よう作成・

ぜ鍵3～

襲鐵嚢夫「化学異機J前級 (太久野島議ガス資料鐘騎薫》

一罐、各～
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費
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選
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會
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総
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条

轟

Ｉ

雛

鷺

新
醐
鑢
鯰
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式會

〓

鍾

轟

料

工

欝

諭

癬
辮
鰻
諄絲
貧會
駐

畿
鼈
輪
篠
絶
寧
隷
式
愈

載

所
　
　
　
在

　

　

饉

同 ゲ
ア』二輸シヤンア
卍噌ン　欝

イ
ベ
リ
ツ
ー
鑢
料

不
畿
催
イ
ベ
撃
ツ
ト
隠
壽

桑
壽
．
警
畿
．
原
等
等

主
ト
シ
テ
粂
鶏
凛
卦

目

的

同

右

霧

右

同 オ
号
タ

ゾ中

1闘

ψ薬

一
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号

　

特

　

薬

（
´
ァ
フ

ニ
ニ
ル
警
鳥
鶴
膳
鯖
暴
）

一
一　
号
　
中
　
間
　
薬

跨

げ痣
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‐
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号

　

特

　

薬
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・‘い
睡
臨
）
降
い
ン
ト
ン
レ
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号
　
・雫
　
間
　
薬

（
ア

セ
ト

フ

ュ
ノ

ン
）

籐

畿

饉

暴

票
洋
製
薬
化
成

出
来
畠
工
場

三
井
化
学
工
業

三
池
突
料
工
業
所

鯉

電

化

工

業

尾

ム

エ

場

同
　
　
・石

『

　

　

右

同

　

　

右

同

　

　

右

縄

平模

ン
エ

ニ簸
機

工

　

　

幅

″
　
　
一
〇

″
　
　
二
〇

月

額

○

″
　
　
　
　
　
出ハ
（
）

″
　

二
鰹
○

″
　

醒
菫
Ｏ

″
　
　
一二
↓ハ
（）

″
　
三
〇
〇

年
　

一
五
〇

畿

力

（轟
）

未

　

完

未

　

鬼

一本
　
　
一
九

″
　
十
三
年

″
　

宣

一一年

″　　
　
ふ
‥
〓
一産
千

″
　
十
三
年

″
　

■
上

一銀
，

躍
鞭
十

一
年

露
虞
趣

曇

エ
チ
ン
ン
タ

露
ル
と
ド
リ
ン
連
続
合
成
法
の

機
、
激
乙
法
に
同
じ

同

　

　

右

エ
チ
ン
ｙ
ク
誡
ル
ヒ
ド
リ
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連
続
合
成
法

撃
化

エ
チ
ン
ン
と
塩
化
水
彙
め
反
応

ア
ユ
ニ
ル
重
砒
駿
と
プ
ュ
ニ
ル
ニ
塩
化
亀
窯

の
反
応

パ

ル
ト
法

ァ
セ
ト
ア
ニ
ノ
ン
塩
繁
化

ペ
ン
プ
ー
ル
と
範
化
ア
セ
チ
ル
の
ア
リ
ー
デ

ル
タ
テ
プ
ト
反
応

安
息
番
鶉
と
氷
鐘
歎
の
反
応

製

造

方

式

～]難 肺喜

権

模

工

巖

一
、
○
○
○

）
一
東
洋
製
業
化
成

醸
来
鰺
工
場

〓
一エハ
（り）

富
一尋
甕
Ъ
蛍
二
』
豊
麓
鳳
鍋
輩
器
幾
学
蓄
軍
雷
麟

五
の
ス
∪

燿

魔

化

工
繋

　

尾

久

工
場

｝ユ
（
）
（
）

会

社

・

工

場

名

盤鯉

文
力

e轟

違標

昭
和
十
九
年
一一一月

・

躍
和
十
九
年
三
月

露
轟
十
九
年
生
月

親攀
鮭
菖
九
年
二
月

完

成

難

記

　

　

　

事

綿

模

工

巌

欄

模

工

願

幌 :饉書魔錮瞳霧 《艤羹鰈恙事饉》

～凝亀
″

L



′ジ  :シ留

幸
国
ｏ
覇
京
で
掘
り
出
さ
れ
た
化
学
兵
轟

「お
か
割
」
の
容
器
を
調
べ
る
国

本
人
技
術
者
――
鋭
年
■
月
、
内
閣
富
房
違
棄
化
学
兵
議
燿
理
対
策
室
提
供

轟
ガ
胸
颯
饒

ネ
ッ
争
で
綺
・Ｒ

茨
賣

鮮

顧

書

馨

文

煽

ｔ
茉

肇

む

駐

■

力
塁

ぶ

な

る
。
こ
れ
ま
で
に
有
機
ヒ
素
化
合
物
の
ジ
フ
一
二
ル
ア
ル
シ
ン
酸
ど
確
認
さ
れ
、
日
日

本
軍
の
修
学
兵
器
が
分
解
し
て
で
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
環
雛
省
が
ボ
‐
リ
ン
グ
調

査
を
し
た
が
、
汚
染
源
の
特
定
に
は
至
っ
て
ひ
な
い
。
こ
の
物
質
が
人
体
内
で
ど
ん
な

作
用
を
す
る
か
も
不
明
で
、
健
康
被
害
を
受
け
た
住
民
の
治
療
は
手
探
り
状
態
が
続
い

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
久
恵
）

「神
栖
町
の
規
子
が
筑
絞

大
病
院
に
初
め
て
来
た
昨
年

か
ら
、
選
伝
や
ウ
イ
ル
ス
性

の
病
気
、
有
害
物
質
な
ど
原

因
を
探
っ
て
き
た
」
｛

鯰
日
に
福
島
市
で
開
か
れ

た
日
本
中
毒
学
会
で
、
治
療

に
取
り
組
む
同
病
院
神
経
内

科
の
石
井

一
弘
覇
範
が
、
井

戸
水
中
の
物
質
を
特
定
し
た

経
繹
な
ど
を
報
告
し
た
。

茨
城
県
は
３
月
囲
日
、

「井
戸
水
か
ら
基
準
値
の
４

３
９
倍
の
ヒ
薫
を
検
出
し

た
」
と
発
表
。
井
戸
水
を
長

年
飲
み
続
け
て
き
た
町
民
の

症
状
は
、
ふ
ら
つ
き
や
る
れ

つ
か
圃
ら
な
密
な
ど
の
中
枢

神
経
障
害
が
出
て
い
た
。

し
素
は
菫
ヒ
酸
な
ど
の
無

機
ヒ
素
と
、
炭
素
が
結
合
し

た
有
機
ヒ
素
が
あ
る
。

一
般

に
無
機
は
毒
性
が
強
く
、
海

産
物
な
ど
に
含
ま
れ
る
有
機

は
難
性
が
弱
静
。

「ヒ
薫
と

い
え
ば
地
下
本
に
も
微
量
に

要
覆
す
ゐ
無
機
ヒ
案
し
か
思

』
恣

鮨

饒

く
、
原
因
は
制
に
あ
る
と
思

っ
た
」
と
石
井
さ
ん
。

饉
　
騰

基
甕
値
の
４
５
０
倍
だ
と

突
き
止
め
た
の
は
茨
城
県
衛

生
研
究
所
。
ヒ
素
を
研
究
し

て
籐
年
に
な
る
石
崎
睦
雄
企

画
情
報
部
長
の
独
自
手
法
を

使
っ
て
水
質
検
査
の
感
度
を

高
め
、
濃
度
を
確
定
で
き

た
。
さ
ら
に
群
線
に
分
析

し
、
自
然
界
に
は
な
い
物
質

を
検
出
。
水
な
ど
と
反
応
し

て
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ル
シ
ン
酸

に
な
る
物
質
だ
ち
た
っ
　
　
‐

人
工
場
と
す
れ
は
目
的
は

何
か
。

『突
破
目
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
画
境
付
近
に
ド
イ
ツ
軍

が
理
め
た
化
学
兵
器
の
文
献

だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

で
検
索
し
て
け
た
所
員
が
よ

く
似
た
成
分
を
見
つ
け
た
」

と
石
崎
さ
ん
。

化
学
兵
器
鍛
襲
い
が
濾
く

な
リ
ト
確
認
し
て
も
ら
う
た

壽
、
経
済
産
業
省
所
管
の
難

爾
法
人

。
化
学
物
質
評
価
研

究
機
構
に
菱
戸
水
分
析
を
頼

ん
だ
。
ジ
フ
エ
エ
ル
ア
ル
シ

ン
醸
が
見
つ
か
り
、
名
学
兵

器
に
自
来
す
る
物
質
と
の
見

一轟

冒

遣

。
鱚

簿

通
に
経
験
聞
際
に
旧
日
本
軍

趙
難
諒
』

ル
ク
ロ
●
ア
ル
シ
ン
と
ジ
フ

尋
ニ
ル
シ
ア
ノ
ア
ル
シ
ン
が

水
な
ど
と
反
応
し
、
い
く
つ
・

か
０
段
階
を
経
で
ジ
フ
エ
ニ

ル
ア
ル
シ
ン
酸
が
で
き
た
と

み
ら
れ
る
．

目

爾

こ
の
物
質
の
体
内
で
の
働

者
は
分
か
っ
て
い
な
酔
．
治

療
チ
竜
ム
の
範
波
大
病
院
神

経
内
科
の
玉
岡
晃

・
助
教
授

は

「解
明
さ
れ
る
ま
で
治
療

を
先
延
ば
し
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」
と
、
発
月
末
に

治
療
法
を
ま
と
め
た
。
メ
チ

ル
水
銀
に
よ
る
水
俣
積
の
治

療
法
や
、
フ
ェ
ニ
ル
ア
ル
ソ

ン
化
合
物
と
い
う
有
機
ヒ
素

化
合
物
機
生
物
櫓
で
の
代
議

進
程
を
参
考
に
し
た
。

フ
エ
ニ
ル
ア
ル
ソ
ン
化
合

物
は
家
畜
０
成
長
を
健
進
さ

せ
る
目
的
で
飼
料
に
混
ぜ
る

物
質
一
シ
フ
エ
ニ
ル
ア
ル
シ

ン
畿
と
構
造
が
似
て
お
り
、

動
物
で
の
中
毒
定
状
が
今
回

の
患
書
ど
酷
似
け
で
い
る
。

た
だ
「
駆
吐
剤
成
分
が
分

解
す
る
途
中
で
生
じ
る
は
か

の
物
質
が
影
響
し
て
い
る
可
．

能
性
も
あ
る
。

治
寮
は
、
ヒ
素
の
排
出
を

健
す
キ
レ
ー
ト
剤
、
細
施
を

活
性
化
さ
せ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

や
Ｅ
な
ど
の
鰻
用
が
中
心
。

血
液
や
尿
中
の
し
素
濃
度
を

調
べ
、
勤
異
を
見
聴
が
ら
使

用
量
を
決
め
る
。
同
病
院
小

児
科
の
岩
崎
僣
明
講
師
は

「役
に
立
ち
そ
う
だ
と
思
わ

れ
る
治
療
を
慎
重
に
試
み
て

い
る
」
と
話
す
。

羨
嬢
県
に
よ
る
と
現
在
加

人
ほ
ど
が
筑
渡
大
病
院
な
ど
一

に
適
う
“
多
く
は
井
戸
水
を

警

な
蓬

ぞ

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

た
、
子
ど
も
は
成
長
期
を
通

し
て
影
響
を
見
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
。

旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
に
関

す
る
政
府
報
告
書

（７２
年
〉

に
よ
る
と
、
終
戦
時
、
全
国

盤
力
所
に
約
３
８
７
０
メ
が

保
管
さ
れ
、
■
力
所
で
海
中

投
棄
さ
れ
た
。
アい
」
に
神
栖

町
の
名
は
な
か
っ
た
。

環
境
省
は
汚
染
源
調
査
で

採
取
し
た
地
下
水
や
土
嬢
サ

ン
プ
ル
を
分
析
し
、
今
月
末

に
も
梓
竃
釜
譜
霊
本
を
開
て
。

ジ
フ
エ
ニ
ル
ア
ル
シ
ン
酸
の

人
体
影
響
を
探
る
基
礎
デ
ー

タ
を
集
め
る
た
め
、
動
物
実

験
に
よ
る
議
性
評
価
な
ど
を

検
討
し
て
響
く
と
い
う
。

摯
国
で
は
遺
棄
兵
器
回
収

ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ル
シ
ン
酸

の
反
応
遇
種
を
さ
か
の
ぼ
る

と
、
獨
日
本
軍
の
化
学
兵
器

「あ
か
剤
」
に
行
き
着
く
。

鰺

巡

襲

な

引
き
起
こ
し
て
強
闘
能
力
を

低
下
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
¨

皮
膚
を
た
だ
れ
さ
せ
る
ル
イ

サ
イ
ト
な
ど

「き
わ
剤
」
も

じ
素
化
合
場
を
合
む
。

こ
れ
ら
写
中
国
に
選
棄
さ

れ
た
健
学
兵
器
の
多
く
を
占

め
る
。
日
本
政
府
は
今
春
、

中
国
と
協
議
し
、
輸
万
発
が

購
鞭
馳
雉

の
処
理
法
な
ど
を
決
め
た
ρ

内
閣
宙
房
遺
棄
化
学
兵
器

処
理
対
策
室
に
よ
る
と
、
砲

弾
や
容
器
の
中
の
化
合
物
は

燃
や
す
な
ど
し
て
ヒ
案
を
分

離
す
る
。
ヒ
察
の
最
終
処
分

法
は
未
定
。
瞬
年
ま
で
に
回

収
を
終
え
る
計
画
だ
。

ご

乳

易

は
講

議

性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い

が
、
防
轟
マ
ス
ク
な
ど
を
著

け
で
処
理
す
る
必
要
が
あ

る
。
発
撤
時
は
爆
発
の
危
険

が
あ
る
た
め
、
遠
隔
操
作
に

よ
る
作
業
も
検
討
し
て
い

る
」
と
同
対
策
室
．

一豊

一〓≡
〓雪

彗

≡
轟

〓

み膚ξ一
がな[マ～

2θ 夕́。/。 √?そ鑢撃〕 難 垂熙震鶴謝動
'

鰯日本軍の覇ガス興轟が朦困とみられる井戸蒸汚築鐘畿

陸
調
本
露
が
終
畿
鶴
後
、
国
内
と
中
壁
に
捨
て

た
驀
ガ
ス
兵
議
の
被
審
が
藤
理
で
拡
大
し
て
ひ

勇

鸞

孟

』

妻

電

難

弛

髪

り
し
た
市
民
が
、
深
郷
な
神
経
購
甕
や
や
け
ど
に

書
じ
む
。
生
懸
磁
朧
や
鍾
鏡
支
援
鍾
対
す
る
彗
本

鍛
府
の
腰
ほ
饉
く
、
二
つ
の
調
識
へ
畿
震
し
た
。

闘
圏
の
被
書
奮
を
支
援
す
る
三
弁
醸
回
は
鶴
め

て
、
毒
ガ
ス
興
藤
の
製
造
工
機
が
あ
っ
た
広
島
県

の
轟
に
集
ま
り
、
連
携
し
て
饗
の
資
縫
建
違
及
す

ス
桜
鮮
理
機
轟
移
亀
¨

（社
会
郡
■
聯
鐙
重

）

::997年】
4月 化学兵器禁止条約が発幾
【器007】
9月 購日本軍が中国で輸てた毒ガ
ス兵器の発機 。回収作業を日
本政府が聞幾

【舗鍵年】
3用 茨城県神機陶の弊戸水から毒
ガス兵器の成分とみられる高

鶴度のヒ素が検鵬される
も月 19詢-8昨代に毒ガス兵器の
被書を受けた中国人ら 5人
が、日本政府に80輔蘭隅の臨

鎮を求ぬた訴訟の判決。東京
地裁が講求を棄却 《中国人倒
が控訴》

9月

環境雀が神機駒の機等住民ら
に対する医療費補償の救済策

を発表
中国黒竜江省チチハル市の建

設現場で議ガス缶が見つかり

1人死亡、40人以上が魚爆
逮壌肇摯ガス兵議で

'0-904代に被塞を受けた中轟人ら13人

が、日本政府にZ鐘円の醤鑽
を求蟻た訴訟蟻 。東京簸
畿がほぼ鶴求通り1億関劇廃
円器支払いを命じる 鐵府鰯
が控訴)

10角 チチハll層

“

わ毒ガス轟躊 散
で、日本政府が中国政府に3
慮円を支払うことで含憲

【2∞5年〕
撮月 神経町の丼戸水汚染P・5題で、
環境雀が同町の地中から高機

度の有機ヒ素を含むコンクリ
ートの塊を発見

月

　

　

月

６

　

　

Ｓ

篠
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
詢
爾

約
霜
ど
の
大
久
野
轟
。
曲
興

本
陸
軍
が
こ
こ
で
製
造
し
た

毒
ガ
ス
が
九
醐
な
ど
で
胞
樺

に
議
機
ら
機
た
。
製
造
は
終

戦
ま
で
鸞
警
響
臓

い̈
た
。

現
在
は
リ
ゾ
ー
ト
地
に
な

っ
て
い
る
島
０
ホ
テ
ル
で
十

二（
、
十
七
∽
繭
議
、
い
国
人

被
箋
者
が
原
識
と
な
っ
た
講

識
を
整
当
す
る
弁
鑽
爾
と
、

ま
だ
斃
訴
し
て
ひ
な
い
日
本

人
や
嚇
国
人
積
書
者
の
鶴
襲

交
渉
を
支
援
す
る
弁
護
士
ら

約
四
十
人
が
参
卸
し
て
会
同

勉
強
会
が
開
か
れ
た
。

弁
護
爾
の
機
き
で
講
湊
し

た
藤
島
県
竹
原
市
の
忠
海
病

院
元
臨
轟
行
武
こ
刀

（ゃ
く

一
一け
ｏ
ま
さ
と
）
氏
雀
ら
の

議
窃
に
、
参
職
憲
た
ち
は
策

警

曇

量

た

。
舛
攣

籠

戦
略
中
に
毒
ガ
ス
製
造
に
か

か
わ

っ
た
元
工
異
ら
の
診
察

を
長
年
、
続
け
て
き
た
．
患

奎
な
重
い
蟻
性
気
筐
支
炎
や

肺
気
纏
な
ど
の
後
通
症
に
今

も
苦
し
む
。

「
国
・甲
の
機
曇
縁
爆
い
、
毒

ガ
ス
と
分
か
っ
て
作
業
し
た

戦
時
岬
の
工
彙
ら
の
機
書
と

は
状
減
が
異
な
る
。
日
常
生

活
の
幸
で
突
然
、
毒
ガ
ス
を

浴
び
た
中
国
人
被
害
者
の
汚

染
量
は
は
る
か
に
大
き
¨
は

ず
だ
」
内
瞳
府
に
よ
る
と
、
中
国

不
上
に
残
さ
れ
た
蒔
ガ
ス
弾

は
約
七
十
万
本
。
田
本
政
晴

に
よ
る
奥
蒙
処
理
は
運
々
と

し
て
進
ん
で
い
な
ひ
．

二
〇
〇
三
年
八
用
に
は
票

竜
江
雀
チ
チ
ハ
ル
権
で
、　
一

人
が
死
亡
、
四
十
二
人
が
皮

繊
が
た
だ
れ
る
な
ど
の
重
軽

鶴
を
集
う
事
級
が
起
き
た
。

吉
林
省
敷
化
市
で
も
昨
年
七

月
、
小
瑯
で
避
ん
で
い
た
子

供
二
人
が
漏
出
し
た
鞭
体
に

触
れ
て
負
鰺
し
た
。

議
羹
で
も
Ｇ
三
筆
、
状
罐

県
神
懇
動
で
焉
染
さ
れ
た
丼

戸
水
を
飲
ん
だ
少
な
く
と
も

百
三
十
二
人
が
被
害
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
¨

神
奈
川
県
寒
川
町
で
も
選
曇

さ
れ
整
毒
ガ
乙
奮
ら
か
っ

た
。各

弁
護
団
が
共
通
し
て
心

配
す
る
の
が
、
彼
饉
者
た
ち

の
後
選
症
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
進
行
す
る
か
だ
。

チ
チ
ハ
ル
藤
の
事
故
で
自

本
政
府
は
、
撲
害
者

へ
の
綸

繊
費
な
ど
で
中
国
政
府
に
三

億
］
を
支
払

っ
た
が
、
個
人

補
篠
は
し
な
掛
立
場
。
神
栖

町
の
井
戸
水
お
染
で
は
、
有

機
ヒ
素
を
検
出
し
た
錢
民
に

医
療
手
帳
を
交
付
し
た
が
、

失
職
な
ど
に
対
す
る
補
藤
は

行
わ
れ
て
い
な
い
（）

参
撫
し
た
小
野
寺
利
孝
弁

護
士
は

「
被
籍
者
に
は
若
い

壼
代
も
多
く
、
後
選
症
が
将

来
に
わ
た
る
の
で

一
時
金
の

よ
う
な
も
の
で
は
麟
い
き
れ

な
け
」
と
懇
鏑
ｃ
水
俣
病
な

ど
と
興
様
、
短
久
的
な
対
策

の
必
要
性
を
強
調
す
角

構
轟
冒̈
鸞
鸞
朧
鐵
鐘
捩
鸞
鷲
警
機
藤
曇
無
与
輝
き
一雛
雄
」

阪

眩

鑢
鰊
饒

な
る
長
男
Φ
響

年
懸
配
そ
う
銀
０

（締
）
書
を
指
摘
さ
れ
た
。
今
も

「
マ

鮨
翡
饒
ポ
鏃

日
本
軍
の
壽
ガ
ス
の
可
離
性
が
高
　
　
　
よ
う
に
な
る
が
、
長
勇
の
入
圃
ほ

断
念
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
を
条

っ
た
十

一
歳
の
中
国
人
少

「
面
攘
に
行

っ
た
ら
、
長
男
が

女
種
子
が
難
夏
に
来
日
、
脅
塚
さ

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
壁
や
床
に

れ
は
二
人
表
凸
一宅

へ
鑽
い
た
。
手

頭
を
打
ち
つ
け
始
め
た
ん
で
す
。　
転
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
建
や
り
と
り

び

っ
く
り
し
た
幼
維
園
制
か
ら

す
る
交
流
が
今
も
続
く
。

『
轟
子
キ？
塞

け
が
を
し
て
も
表
　
　
「
同
じ
苦
し
み
を
青
負

っ
た
親

鑑
は
負
え
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
ま

子
の
気
持
ち
は
分
か
る
．
台
無
し

し
た

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
さ
れ
た
子
ど
も
の
将
来
に
っ
赫

チ
≠
ハ
ル
議
で
議
ガ
ス
漏
』
事

て
、
日
本
政
府
に
費
鮭
を
取

っ
て

数
に
巻
き
込
議
会
れ
、
定
な
ど
に
重

も
ら
い
た
い
の
は
同
じ
で
す
」

日、広島県 ,大知 島で



25回  六2◎ 彎福

イタリア。モルフエッタで、イペ リ

ッ ト弾で負傷 しケ霧イ ドとな つた

機痕を示す漁師のビー トさん

==2010生再12炉霧(メミ「理)

灌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

ｒ́
　

【
上
海
＝
共
同
動
中
国
に
潤
日
本
軍
が
進
棄
し
た
化
学
兵
器

の
廃
棄
作
業
第

一
弾
と
な

っ
た
江
蘇
省
繭
京
市
で
の
処
理
事
業

で
、
金
作
業
が
完
了
し
爆
破
装
置
な
ど
の
設
備
の
解
体
が
始
ま

っ
た
現
段
階
で
も
、
処
理
に
伴
ひ
発
生
し
た
危
険
物
質
の
ヒ
素

廃
嚢
物
の
最
終
処
分
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
が
十
四
圏
ま

で
に
分
か

っ
た
。
日
中
関
係
筋
が
共
同
通
信
に
明
ら
か
に
し
た
。

同
筋
に
よ
る
と
、
ヒ
素

密
蘭
空
間
な
ど
に
永
久
保

廃
築
物
は
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク

存
す
る
最
終
処
分
の
早
期

製
密
闘
容
器
に
入
れ
ら
れ

実
施
が
急
務
だ
が
、
日
中

繭
京
市
内
の
軍
事
管
理
は

政
府
間
の
考
え
に
輔
た
り

域
に

一
時
保
管
さ
れ
た
ま

が
大
き
く
実
現
し
て
い
な

ま
。
洪
水
に
見
舞
わ
れ
れ

い
。

ば
土
機
に
漏
れ
出
す
恐
れ

　

終
戦
か
ら
六
十
八
年
、

は
否
定
で
き
ず
、
地
中
の

よ
う
や
く
本
格
化

し
た

米
英
軍
や
イ
タ
リ
ア
軍
が
第
２
次
大
戦
中
か
ら
戦

後
に
か
け
イ
タ
リ
ア
半
島
沿
鮮
に
大
量
投
棄
し
た
化

学
兵
議
が
、
今
も
海
中
に
多
く
残
さ
れ
、
引
き
揚
げ

た
漁
師
ら
に
深
刻
な
健
康
被
害
が
出
る
な
ど
問
題
と

な
っ
て
藝
る
。
環
境
汚
染
も
懸
念
さ
れ
て
け
る
が
国

収
は

一
部
の
み
で
処
理
は
進
ん
で
い
な
い
。

ア
ド
リ
ア
海
に
面
す
る
イ

器
の
イ
ペ
リ
ッ
ト

（
マ
ス
タ

タ
リ
ア
南
部
、．
人
園
約
６
万

１
ド
ガ
ス
）
弾
の
被
害
を
受

人
の
港
釘
モ
ル
フ
ェ
ッ
タ
。
　
け
、
５
人
が
死
亡
し
た
。

沖
合
に
タ
イ
な
ど
の
融
場
が

　

漁
編

の
テ
デ

ス
コ
さ
ん

お
り
多
く
の
漁
総
が
操
業
す

（鋼
）
は
２
ｏ
③
ｏ
年
秋
、
モ

る
。
し
か
し
、
地
元
大
学
が

ル
フ
ェ
ッ
タ
港
近
く
で
経
を

確
認
し
た
だ
け
で
も
■
９
４

引
き
鶴
げ
る
と
、
イ
ペ
リ
ッ

ｏ
年
か
ら
鼈
年
に
２
３
ｏ
人

卜
弾
が
引

っ
掛
勝

っ
て
い

以
上
の
熱
師
ら
が
轟
ガ
ス
兵

た
。
煙
が
轟
て
き
た
た
め
、

南
ア
ド
リ
ア
海
で
漁
機
に
釈
き
鶴
げ
ら
れ
た
化
学
兵
器

・
　

（Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ａ
提
供
・共
同
） 靡

鰊

「
園
中
最
大

の
戦
後
処

理
」

（外
交
筋
）
は
南
京

で
の
初
事
業
か
ら
難
題
に

直
画
し
た
。

圏
中
共
同
事
業
に
よ
る

南
京
で
の
処
理
は
二
〇

一

〇
年
十
月
開
始
。
専
用
装

置
内
で
化
学
兵
器
奎
爆
破

し
、
兵
華
内
の
優
蹴
剤
を

分
解
し
て
無
害
に
す
る
作

業
を
実
施
。
昨
難
六
局
に

無
事
完
了
し
轍
収
段
階
に

入

っ
て
い
る
。

曲
闇
薦
遺
棄
化
学
兵
器

処
理
握
当
室
に
よ
る
と
、

処
理
し
た
化
学
兵
器
は
離

三
万
五
千
発
余
り
で
大
半

は

『
あ
わ
筒
」
と
呼
ば
れ

る
発
煙
筒
型
の
購
辱
性
兵

轟
。
化
学
剤
に
ヒ
素
が
含

ま
れ
て
鰤
る
が
、
と
素
は

元
素
の
た
め
、
こ
れ
以
上

分
解
で
き
ず
に
残

っ
た
。

処
理
し
た
致
死
性
の
咤
弾

「
き
い
弾
」
約
十
発
に
も

ヒ
素
が
含
ま
れ
て
い
た
。

園
中
関
係
筋

に
よ
る

と
、
ヒ
素
を
含
む
廃
棄
物

は
権
縮
の
過
程
を
繰
り
返

し
て
体
稿
を
小
さ
く
し
た

上

で
、
密

開
容
器

に
入

れ
、
保
管
慮
に
収
納
。
全

体
量
に
つ
け
て
同
担
当
室

は

「
言
え
な
い
」
と
し
て

け
る
が
、
日
呻
関
係

筋

は
、
密
闘
容
器
は
か
な
り

の
数
に
上

っ
て
い
る
と
語

っ
た
。

同
筋
は

「中
国
制
か
ら

は
ヒ
素
を
日
本
に
持
ち
帰

っ
て
は
じ
掛
と
の
声
も
あ

る
」
と
指
摘
。
同
担
当
室

の
広
圏
司
副
室
長
は

「
今

す
ぐ
解
決
し
な
け
れ
は
な

ら
な
い
事
柄
で
は
な
い
。

他
学
兵
器
廃
棄
の
加
速
が

よ
り
重
要
」
と
語
り
、
ヒ

素
の
最
終
処
分
方
法
決
定

に
は
時
間
が
か
か
る
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。

軋
瓢
鞣

鰈
炒
鄭識
灘冬
岬

学
兵
器
の

一
つ
で
塩
名
機
黄

と
エ
チ
レ
ン
か
の
生
成
で
き

無
て
て
綱
を
切

っ
て
議
中
に

捨
て
た
が

「手
に
や
け
ど
瘍

よ
う
な
火
膨
れ
が
で
き
、
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
た
。
目

も
羅
く
て

一
時
、
呼
吸
も
で

き
な
く
な
っ
た
」
と
議
す
。

今
も
国
の
痛
み
趣
目
ま

い
、
暖
吸
困
難
に
悩
む
が
「
政

府
か

ら
は
何

の
機
鎮
も
な

掛
」
。
多
く
の
凝
鍮
が
同
様

の
事
故
に
選

っ
て
お
り
統
計

以
上
の
被
害
者
が
け
る
は
ず

だ
と
指
摘
す
る
。
　
　
　
　
・

イ
タ
リ
ア
環
境
省
の
研
究

機
関
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ａ
で
遺
案
に

学
兵
器
を
調
査
す
る
ア
ル
カ

ロ
研
究
員
に
よ
ん
と
、
米
英

軍
が
ナ
チ
ス
が
イ
ツ
に
対
抗

し
て
イ
タ
リ
プ
繭
部
に
持
ち

込
み
、
残
し
た
議
ガ
ス
弾
２

万
発
以
上
生
、
イ
タ
リ
ア
政

府
は
モ
ル
フ
ェ
ッ
タ
沖
な
ど

に
投
棄
。　
一
部
は
米
軍
が
直

接
投
棄
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
２
千
～
３
千

発
が
回
収
さ
熱
た
だ
け
と
み

ら
れ
る
が
、
鮮
織
は

「政
府

が
情
報
公
議
し
て
椰
な
い
た

め
」

（ア
ル
カ
国
民
）
不
靭

だ
。
イ
タ
ザ
プ
の
遺
棄
化
学

兵
器

の
実
態
を
告
発
し
た

「
饉
家
の
毒
」
の
著
者
デ
ィ

フ
ェ
オ
氏
に
よ
る
と
、
同
国

鱚

饗

翻

謳

が
ら
し
に
似
た
に
る
い
が
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め
マ
ス
タ

ー
ド
ガ
ス
と
も
呼
ば
れ
る
。

沿
岸
部
の
投
棄
海
域
は
モ
ル

一

フ
ェ
ッ
タ
沖
以
外
に
少
な
く

と
も
３
カ
所
あ
る
。

政
府
は
漁
船
な
ど
を
雇
い

化
学
兵
器
を
投
葉
し
た
。
漁

師
の
ビ
ー
ト
さ
ん
（
鶴
）も
雇

わ
れ
た

一
人
。、
「
沖
合
約
９０

ご
に
捨
て
る
よ
う
言
わ
れ
た

が
、
天
気
の
悪
い
日
は
９
計

ぐ
ら
酔
沖
に
捨
て
た
」
と
証

言
す
る
。

ト

ロ
ー
ル
機
が
、
沖
合
で

引

っ
掛
け
た
毒
ガ
ス
弾
を
港

近
く
で
綱
を
揚
け
た
際
に
発

見
、
そ
の
ま
ま
、
捨
て
る
ケ
ー

ス
も
あ

っ
た
と
り
う
。

ピ
ー
計
さ
ん
も
鐸
年
、
網

で
引
き
揚
け
た
イ
ペ
リ

ッ
ト

弾
で
、
他
の
漁
鰤
６
人
と
と

も
に
負
優
し
、
１
週
間
入
院
。

ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
調
査
で
は
、

近
海
の
魚
か
ら
か
な
り
の
率

で
内
出
血
な
ど
の
異
常
が
見

つ
か
り
、
議
ガ
ス
弾
と
の
関

係
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
弾
頭
の
腐
食
が
進

み
危
険
な
た
め
政
府
は
事
実

上
、
回
収
を
呻
断
し
て
い
る
。

（
モ
ル
フ
ェ
ッ
タ
共
同
＝
太

田
病
）

蟷
顆
進
ま
ず
一環
塊
澪
袂
亀

第 宣次大戦 伊沿岸 に大量遺棄

写

鰊
鼈

膨

饒鰈で―聰俯饉、糀冬茫

～罐輸潔～咀冑γ
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骰嗽麗さ趙たな写癸饒隕》爆内毒ガス関連19ケ所
:

彙鑢ずによれば神奈∫|1県的には 19ケ所の臨グス

保有、魔轟鶉邁事業が有ると曇う。

(環麓書作成『覇軍轟プス弾響ξこ閲する全囃鱚査

結果、プンロー
・アップざ査籠告書鮭O①3年 重月)』赳

農 138事築、その機の総合辟査検議会での進麟事

案7件、合計 145事案(20攀轟年 3月 )〉

県m19ヶ所の曙攀ま彙鑢省分類)
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